ニコラス・ワプショット著 (久保恵美子訳) 『ケインズかハイエクか -資本主義を動かした世紀の対決』 by 大野 精一






（新潮社 2012 年  Nicholas Wapshott 2011 KEYNES HAYEK The clash that defined modern economics 






 新聞報道によれば（朝日新聞 2013 年 10 月 31 日夕刊）、米連邦準備制度理事会（FRB)は、国債な




4 月 4 日では合わせて 54 兆円であったものが、9 月 26 日時点では 100 兆円を超えて、2013 年末に
は日銀が一つの目標としている 107 兆円に達する、と観測されている。マネタリーベースでは、12
月 26 日に 200 兆 3,100 億円に達し、昨年末より 45％増で、初めて 200 兆円を超えた。 
 一方、米国では議会によって政府のできる借金の上限を決めている。その上限は 16.7 兆ドル（約
1,620 兆円）で、政府機関の一部閉鎖も行われた末にギリギリの攻防のなか米議会が 10 月 16 日、短
期的に連邦債務上限を引き上げ、米国政府のデフォルト（債務不履行）が回避された。日本では政
府債務残高は 2012 年度末に 991 兆 6 千億円に達し、名目 GDP（国内総生産）の 208％で（岡崎哲
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第1章 魅力的なヒーロー：ケインズがハイエクの崇拝対象になるまで 1919～27 年 
第2章 帝国の終焉：ハイエクがハイパーインフレを直接経験する 1919～24 年 
第3章 戦線の形成：ケインズが「自然な」経済秩序を否定する 1923～29 年 
第4章 スターリンとリヴィングストン：ケインズとハイエクが初めて出会う 1928～30 年 
第5章 リバティ･バランスを射った男：ハイエクがウィーンから到着する 1931 年 
第6章 暁の決闘：ハイエクがケインズの『貨幣論』を辛辣に批評する 1931 年 
第7章 応戦：ケインズとハイエクが衝突する 1931 年 
第8章 イタリア人の仕事：ケインズがピエロ･スラッファに論争の継続を依頼する 1932 年 
第9章 『一般理論』への道：コストゼロの失業対策 1932～33 年 
第10章 ハイエクの驚愕：『一般理論』が反響を求める 1932～36 年 
第11章 ケインズが米国を魅了する：ルーズヴェルトとニューディールを支持する若手経済学者た
ち 1936 年 
第12章 第 6 章でどうしようもなく行き詰まる：ハイエクがみずからの『一般理論』を書く 1936
～41 年 
第13章 先の見えない道：ハイエクがケインズの対応策を独裁に結びつける 1937～46 年 
第14章 わびしい年月：モンペルラン・ソサエティーとハイエクのシカゴ移住 1944～69 年 
第15章 ケインズの時代：三十年にわたる米国の無双の反映 1946～1980 年 
第16章 ハイエクの反革命運動：フリードマン、ゴールドウォーター、サッチャー、レーガン 1963
～88 年 
第17章 戦いの再開：淡水学派と海水学派 1989～2008 年 
第18章 そして勝者は……：「大不況」の回避 2008 年以降 
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 1929 年の株式市場暴落、それに続く大恐慌（農業労働者を除けば失業率 37％超で、オハイオ州ト
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 最後に、本書に対する 2 つの雑感と関連する 2 冊の本について書くことにする。 
１）ケインズとハイエクの二人の熱い議論 battle の成果を Newsweek 誌が“The only book you need to 
understand the debate raging in the streets today:economic freedom versus government intervention”(原
著の裏表紙)と評したのも当然である。本書によると、若いハイエクはこう言っている。 










文では、If not now, when? If not us, who?(p.262)で、これは 2013 年流行語大賞にもなったフレー
ズに非常によく似ているのである。 
３）本書をさらに経済学的に深く理解するためには、F・A・ハイエク（小峯敦・下平裕之訳）『ケ
インズとケンブリッジに対抗して（ハイエク全集第Ⅱ期別巻）』春秋社 2012 年刊(Edited by Bruce 
Caldwell 1995 The Collected Works of F.A.HAYEK  Contra Keynes and Cambridge: Essays, 







周二訳）『デフレ不況をいかに克服するか ケインズ 1930 年代評論集』文春学藝ライブラリー
（文藝春秋）2013 年 10 月刊である。この本では、本書で紹介されているケインズの考え方を
ケインズ自身がわかりやすく明瞭に訴えかけている。この本に収録されている「失業の経済分
析」「世界恐慌と脱却の方途」「ルーズベルト大統領への公開書簡」「財政危機と国債発行」
「自由貿易に関するノート」「国家的自給」「人口減少の経済的帰結」等の論考は、現在の経
済問題を考えていくための重要な視点を提供してくれる。 
 
